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連結決算ハイライト Highlight of the Consolidated Statement
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株主の皆様へ Dear Shareholders

　3月11日の東日本大震災で被災された皆様に心よりお
見舞い申し上げます。今後の一日も早い復興を願い、当
社グループも皆様と共に日本の未来を切り開いていきた
いと思います。
　さて、当社グループの上半期の業績は大震災の影響も
あり、残念ながら前年同期比で売上高14.2%減、経常
利益45.2%減となりました。半導体メーカ工場が大震災
により大きな影響を受けたことから、重要パーツの入手
が困難な状況が続いておりました。その影響による生産
の遅れを最小限にするため、現在、最善の努力をしてお
ります。受注は順調に回復しており、下期は計画通り推
移するものと見込んでおります。
　当社グループは設立以来、事業継続計画（BCP）を
経営の柱にしてきました。
　全世界への販売網の拡充、海外部門への権限譲渡に
より、防災、円高対策などに積極的に取り組んでまいり
ました。今回の東日本大震災は大地震だけでなく、巨大
津波と放射能漏れという災害がトリプルに重なった最悪の
被害となりました。当社は、こうした災害に強い、負け
ない対策をすでにとっていると自負しております。
　今後におきましても、今回の大震災の貴重な教訓を経
営に生かし、今まで以上に迅速に対応をしてまいります。
これによって、株主様や取引先様からの信頼感を高め、
企業価値を向上させていく所存です。
　株主の皆様には、引き続きご指導ご鞭撻をお願い申し
上げます。
　最後になりましたが、幸いにも当社グループの建物、
生産設備は大震災による被害は全くなかったことを合わ
せてご報告させて戴きます。

 2011年8月

代表取締役社長 俵　政美
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売上高構成比 Sales Composition

■ 2011年第2四半期地域別売上高構成比

■ 2011年第2四半期製品カテゴリ別売上高構成比

■国内：震災の影響によりモジュールの売上が減少。売上高14億42百万
円（前年同期比17.0％減）。

■米国：モジュール大型案件の出荷遅れ、ドル安により売上高7億68
百万円（前年同期比2.1％減）。現地通貨ベースでは5.6％増。

■欧州：円高により売上高17億4百万円（前年同期比22.8％減）。現地通
貨ベースでは2.4％減。

■アジア他：引き続き著しい伸びを見せ、売上高2億93百万円（前年同
期比66.0％増）。

■スキャナ製品：バーコードスキャナの売上が増加、売上高11億77百万円
（前年同期比0.3％増）。

■ターミナル製品：データコレクタの売上が減少、売上高16億25百万円
（前年同期比25.6％減）。

■モジュール・その他：震災の影響で国内は受注減。米国は出荷が遅
れ、売上高14億4百万円（前年同期比9.2％減）。
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■ 売上高（現地通貨ベース）
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①『有利子負債』が減少

②『現金および預金』が増加

前々期末 前期末
16.2％削減

当期第2四半期末
7.5％削減

前々期末 前期末
110.8％増加

当期第2四半期末
6.4％増加
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連結財務諸表 Consolidated Financial Statements

■ 第2四半期連結貸借対照表（要旨） （単位：百万円）

科　目 当第2四半期
2011年5月31日

前期末
2010年11月30日 増　減

■資産の部
流動資産 7,532　 7,706　 △174　
固定資産 4,691　 5,294　 △603　
資産合計 12,224　 13,000　 △776　
■負債の部
流動負債 6,076　 6,369　 △293　
固定負債 2,298　 2,943　 △645　
負債合計 8,375　 9,313　 △938　
■純資産の部
株主資本 4,676　 4,596　 80　
資本金 942　 942　 0　
資本剰余金 843　 843　 0　
利益剰余金 2,891　 2,810　 81　
評価・換算差額等 △827　 △909　 82　
その他有価証券評価差額金 0　 △2　 2　
為替換算調整勘定 △827　 △906　 79　
純資産合計 3,848　 3,687　 161　
負債及び純資産合計 12,224　 13,000　 △776　

■ 第2四半期連結キャッシュ・フロー計算書（要旨） （単位：百万円）

科　目
当第2四半期

2010年12月1日から
2011年5月31日まで

前第2四半期
2009年12月1日から
2010年5月31日まで

増　減

営業活動によるキャッシュ・フロー 223　 862　 △639　
投資活動によるキャッシュ・フロー 398　 208　 190　
財務活動によるキャッシュ・フロー △558　 △629　 71　
現金及び現金同等物に係る換算差額 31　 △35　 66　
現金及び現金同等物の増減額 95　 405　 △310　
現金及び現金同等物の期首残高 1,476　 700　 776　
現金及び現金同等物の四半期末残高 1,571　 1,106　 465　

■ 第2四半期連結損益計算書（要旨） （単位：百万円）

科　目
当第2四半期

2010年12月1日から
2011年5月31日まで

前第2四半期
2009年12月1日から
2010年5月31日まで

増　減

■経常損益の部
売上高 4,207　 4,906　 △699　
売上原価 2,702　 2,989　 △287　
販売費及び一般管理費 1,329　 1,670　 △341　
営業利益 175　 247　 △72　
営業外収益 8　 70　 △62　
営業外費用 102　 167　 △65　
経常利益 81　 149　 △68　
■特別損益の部
特別利益 71　 25　 46　
特別損失 7　 19　 △12　
税金等調整前四半期純利益 145　 155　 △10　
法人税、住民税及び事業税 64　 △5　 69　
法人税等調整額 0　 △31　 31　
四半期純利益 80　 193　 △113　

※ 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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会社概況/事業拠点 Company Profile

■ 会社概況  （2011年5月31日現在）

商 　 号 株式会社オプトエレクトロニクス OPTOELECTRONICS CO.,LTD.

設 　 立 1976年12月

事 業 目 的 自動認識装置の開発・製造・販売

本 　 社 〒335-0002　埼玉県蕨市塚越4丁目12番17号

資 本 金 9億4,241万円

役 員 構 成 代表取締役社長 俵　　政美
取締役会長 志村　則彰
取締役副社長 神尾　尚秀
常勤監査役 田中　洋一
監査役 大徳　宏教
監査役 穴田　信次
監査役 古川　勝博

事 業 年 度 毎年12月1日から翌年11月30日まで

主要取引銀行 埼玉りそな銀行　三菱東京UFJ銀行
みずほ銀行　三井住友銀行

■ 事業拠点
本社営業部（埼玉県蕨市）、大阪営業所（大阪市中央区）
北海道電子工業株式会社（国内連結子会社：北海道芦別市）

海外現地法人
Opticon,Inc.（米国）、Opticon Sensors Europe B.V.（オランダ）、Opticon 
S.A.S.（フランス）、Opticon Ltd.（イギリス）、Opticon Sensoren GmbH（ドイツ）、
Opticon Sensors Nordic AB（スウェーデン）、Opticon S.R.L.（イタリア）、Opticon 
Sensors Pty.Ltd.（オーストラリア）、歐光科技有限公司.（台湾）

株式の状況 Overall Status of Corporate Stock

■ 株式の状況
発行可能株式総数 15,000千株

発行済株式の総数 6,578千株

株主数 2,660名

■ 所有者別株式数分布状況
個人・その他 5,791千株（88%）

国内法人 508千株（  8％）

金融機関・証券会社 205千株（  3%）

外国法人・外国人 72千株（  1%）

株 主 名 持 株 数（千株） 持株比（％）
FP成長支援C号投資事業有限責任組合　
フレンドリー・パートナーズ株式会社 1,315　 19.99　

俵　政美 1,180　 17.94　

株式会社俵興産 422　 6.42　

俵　公子 191　 2.91　

志村　則彰 165　 2.51　

■ 大株主の状況

（2011年5月31日現在）



株主メモ Note

事 業 年 度 毎年12月1日から翌年11月30日まで
定 時 株 主 総 会 2月
期 末 配 当 金
受領株主確定日 11月30日

上場証券取引所 大阪証券取引所JASDAQ（スタンダード）
証 券 コ ー ド 6664

公 告 の 方 法
電子公告により行う
掲載URL: http://www.opto.co.jp/
（ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを得
ない事由が生じたときには、日本経済新聞に公告いたします。）

株主名簿管理人
三菱UFJ信託銀行株式会社

特別口座管理機関

同 連 絡 先

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
〒137-8081
東京都江東区東砂7丁目10番11号

0120-232-711（通話料無料）

株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他各種お手続きにつきましては、口座
を開設されている証券会社等にお問い合わせください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託
銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。
なお、未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行の本支店でお支払いたします。

ご注意

    http://www.opto.co.jp/

〒335-0002　埼玉県蕨市塚越 4丁目12番17号
TEL：048-446-1181（代表）

株式会社オプトエレクトロニクス

http://www.opto.co.jp/investors/

■当社ホームページ IR情報
当社ホームページの「投資家情報」
では、株式情報や業績・財務情報を
より詳しく掲載しています。

IR資料室

IRイベント

業績・財務情報

株式情報

■表紙： 表紙の製品は当社のESL（電子棚札）です。当下期
より積極的に販売を促進していく製品です。
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